
 

～ご記入にあたって～ 
 

１．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．アンケートには、お名前を書いていただく必要はありません。 

率直なご意見・ご要望をご記入ください。 

３．それぞれの設問について、あてはまる番号に○をつけてください。具体的な内容について

は、設問内の指示に従って枠内にお書きください。 

４．お手数ですが、ご記入いただいたこの調査用紙を同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

令和６年３月７日（木）までに投函してください。 

５．この調査はインターネットでの回答も可能です。パソコン、タブレット、スマートフォンで

調査専用画面にアクセスし、画面の指示に従って回答してください。 

【QR コード】 

 

 

～ご記入にあたって～ 
 

１．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．アンケートには、お名前を書いていただく必要はありません。 

率直なご意見・ご要望をご記入ください。 

３．それぞれの設問について、あてはまる番号に○をつけてください。具体的な内容については、

設問内の指示に従って枠内にお書きください。 

４．お手数ですが、ご記入いただいたこの調査用紙を同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

令和６年７月８日（月）までに投函してください。 

５．この調査はインターネットでの回答も可能です。パソコン、タブレット、スマートフォンで調

査専用画面にアクセスし、画面の指示に従って回答してください。 

【QR コード】 

 

 

 

 

 

＜アンケート調査へのご協力のお願い＞ 

 

日頃から市行政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 
京田辺市では、子ども・子育て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」を策

定し、幼児期の教育・保育、地域子育て支援事業の充実に向けて様々な取組を実施して
きました。この計画が令和６年度で終了するため、令和７年度以降の新たな計画である
「（仮称）京田辺市こども計画」の策定に現在取り組んでいます。 

本調査は、子ども・若者や子育て家庭にやさしいまちづくりを目指して、市民のみな
さんの意向を把握するための調査です。お忙しいところ誠に恐縮ですが、ご協力いただ
きますようお願いいたします。 

なお、ご回答いただきました内容は、個人が特定されない形ですべて統計的に処理し
て結果のみを利用し、調査目的以外に使用することはありません。 

令和６年６月 
京田辺市長 上村 崇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問い合わせ先】 

京田辺市 こども未来部 こども未来政策推進室 

電話：0774-64-1350  FAX：0774-64-7077 

E-mail：mirai@city.kyotanabe.lg.jp 

京田辺市 

子ども・若者意識調査 

～ご記入にあたって～ 
 

１．アンケートには、お名前を書いていただく必要はありません。 

率直なご意見・ご要望をご記入ください。 

２．それぞれの設問について、あてはまる番号を選択してください。 

具体的な内容については、設問内の指示に従って枠内にお書きください。 

３．パソコン、タブレット、スマートフォンで調査専用画面にアクセスし、画面の指示に従ってご

回答ください。 

４．お手数ですが、令和６年７月８日（月）までにご回答ください。 

【2 次元コード】 

 

 

 

【URL】 
https://wrmb.f.msgs.jp/webapp/wish/org/showEnquete.do?en
queteid=1&clientid=26152&databaseid=wrmb 

サンプル 

資料９別紙 
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基本属性について 
 
問１ あなたの性別を教えてください。（あてはまる番号１つに○） 

１．男 ２．女 ３．その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない） 
 
問２ あなたの年齢(令和６年４月１日現在)を教えてください。（あてはまる番号１つに○） 

１．15～19 歳 
４．30～34 歳 

２．20～24 歳 
５．35～39 歳 

３．25～29 歳 
 

 
問３ あなたは誰と一緒に住んでいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

※「配偶者」には、婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻と同様の状態にある方を含みます。 

１．父 
４．祖父母 
７．その他の親族 

２．母 
５．配偶者・パートナー 
８．同居している人はいない（単身世帯） 

３．兄弟姉妹 
６．子 
９．答えたくない 

10．その他(          ) 
 
問４ あなたの家の生計を立てている方はどなたですか。（あてはまる番号１つに○） 
 ※生計を立てている方が複数いる場合は、最も多く家計を負担している人 

※主に仕送りで生計を立てている方は、その仕送りを主にしてくれている人 

１．あなた自身 
４．配偶者・パートナー 

２．父 
５．兄弟姉妹 

３．母 
６．その他の親族 

７．生活保護や公的年金などを受けている 
８．その他（                                   ） 

 
問５ 現在、あなたの暮らしの状況をどのように感じていますか。（あてはまる番号 1 つに○） 

１．大変苦しい 
４．ややゆとりがある 

２．やや苦しい 
５．ゆとりがある 

３．普通 
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生活習慣について 
 
問６ あなたは普段どのくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。 

（あてはまる番号 1 つに○） 

問 10 へ 
１．仕事や学校、買い物、習い事で平日は毎日、外に出かける 
２．仕事や学校、買い物、習い事で週に３～４日、外に出かける 

問７～ 

問９へ 

３．仕事や学校には行かないが、遊びなどで週に３～４日程度は外に出かける 
４．仕事や学校には行かないが、人付き合いのためにときどき外に出かける 
５．普段は家から出ないが、自分の趣味や家庭の用事などのときだけ外に出かける 
６．普段は家から出ないが、近くのコンビニなどには出かける 
７．自分の部屋からは出るが、家からは出ない 
８．自分の部屋からほとんど出ない 

 
★問６で、「３」～「８」を選択した方のみ 
問７ あなたの外出状況が今のようになってから、どのくらい経ちますか。    

（あてはまる番号 1 つに○） 
１．３か月未満 
４．１年～２年未満 
７．５年～７年未満 
10．15 年～20 年未満 

２．３か月～６か月未満 
５．２年～３年未満 
８．７年～10 年未満 
11．20 年～25 年未満 

３．６か月～１年未満 
６．３年～５年未満 
９．10 年～15 年未満 
12．30 年以上 

 
問８ あなたの外出状況が今のようになった主な理由は何ですか。        

（あてはまる番号すべてに○） 
１．まわりの人との付き合いがうまくいかなかったこと 
２．学校にうまくなじめなかったこと ３．学生時代の不登校 
４．受験がうまくいかなったこと  ５．就職活動がうまくいかなかったこと 
６．職場になじめなかったこと  ７．退職したこと 
８．自宅で仕事をすることになったこと ９．妊娠や出産したこと 
10．病気になったこと 
11．家族の介護や看護をすることになったこと 
12．新型コロナウイルス感染症が流行したこと  
13．特に理由はない   14．わからない 
15．その他（具体的に：         ） 
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問９ 最近 6 か月間に、家族以外の人と会話をしましたか。（あてはまる番号 1 つに○） 
１．よく会話した 
３．ほとんど会話しなかった 

２．ときどき会話した 
４．まったく会話しなかった 

 
ここからは、すべての方におうかがいします。 
問 10 あなたが普段自宅（暮らしている場所）にいるときによくしていることは何ですか。

（あてはまる番号すべてに○） 
１．テレビを見る 
４．新聞を読む 
７．家事をする 
10．運動をする 
13．メールや SNS をする 
16．その他（ 

２．音楽を聴く 
５．勉強をする 
８．育児をする 
11．ゲームをする 
14．寝転がっている 
 

３．本を読む 
６．仕事をする 
９．介護・看護をする 
12．インターネットをする 
15．あてはまるものはない 
            ） 
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あなた自身の現状・将来について 
 
問 11 あなたが今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができない状態となったこ

とがあったと思いますか。または、現在ありますか。（あてはまる番号 1 つに○） 
問 12 へ １．過去にあった  

問 13 へ 
２．現在そうである  

３．なかった（ない） ４．わからない、答えられない 
 
★問 11 で、「１．過去にあった」を選択した方のみ 
問 12 状態が改善したきっかけや改善に役立ったことは何だと思いますか。    

（あてはまる番号すべてに○） 
１．家族やその他の親族の助け  ２．友だちの助け 
３．学校の先生・保健室の先生に相談したこと 
４．スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談したこと 
５．地域の人（近所の人・塾や習い事の先生など）の助け 
６．病院に行って相談したこと 
７．相談できる場所に行って相談したこと ８．電話相談を利用したこと 
９．SNS やメール相談などを利用したこと 
10．同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと 
11．趣味の活動に参加したこと  12．時間が経って状況が変化したこと 
13．引っ越しや転校、クラス替えなどがあって、まわりの環境が変わったこと 
14．自分の努力で乗り越えたこと 
15．職場・アルバイト先の上司・同僚に相談したこと 
16．就職・転職したこと 
17．その他（具体的に：         ） 
18．わからない、答えられない 
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ここからは、すべての方におうかがいします。 
問 13 あなたは今、自分が幸せだと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．そう思う 
３．どちらかといえば、そう思わない 

２．どちらかといえば、そう思う 
４．そう思わない 

 
問 14 あなたは、「社会のために役立つことをしたい」と思っていますか。 

（あてはまる番号１つに○） 
１．そう思う 
３．どちらかといえば、そう思わない 

２．どちらかといえば、そう思う 
４．そう思わない 

 
問 15 あなたは、自分の将来について明るい希望がありますか。 

（あてはまる番号１つに○） 
１．希望がある 
３．どちらかといえば、希望がない 

２．どちらかといえば、希望がある 
４．希望がない 

 
問 16 あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。        

（それぞれ、あてはまる番号 1 つに○） 
 あ

て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(１)自分には自分らしさというものがあると思う １ ２ ３ ４ 

(２)自分の欲しいものをがまんすることが苦手だ １ ２ ３ ４ 

(３)今の自分を変えたいと思う １ ２ ３ ４ 

(４)将来よりも今の生活を楽しみたい １ ２ ３ ４ 

(５)努力すれば希望する職業につくことができる １ ２ ３ ４ 

(６)自分の将来は運やチャンスによって決まると思う １ ２ ３ ４ 

(７)人生で起こることは、結局は自分に原因があると思う １ ２ ３ ４ 

(８)他人に迷惑がかからない限り、どんな考えや行動をとろう

が、自分の自由だと思う 
１ ２ ３ ４ 

(９)今の自分が好きだ １ ２ ３ ４ 

(10)自分らしさを強調するより、他人と同じことをしていると 

安心だ 
１ ２ ３ ４ 

(11)自分の親（保護者）から愛されていると思う １ ２ ３ ４ 

(12)うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む １ ２ ３ ４ 

(13)自分の考えをはっきり相手に伝えることができる １ ２ ３ ４ 

(14)自分自身に満足している １ ２ ３ ４ 
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(15)自分は周りの人の役に立っていると思う １ ２ ３ ４ 
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就学・就労状況について 
 
問 17 あなたにあてはまるものを選んでください。（あてはまる番号１つに○） 
問 18 へ １．学生（進学のために勉強している人を含む） 
問 18、 

問 19 へ 
２．学生以外 

 
問 18 あなたが最後に卒業（中退を含む）した学校はどこですか。在学中の方は、在学

している学校をお答えください。（あてはまる番号 1 つに○） 
１．中学校 
３．高等学校（定時制・通信制・サポート校） 
５．短期大学 
７．大学 
９．答えたくない 

２．高等学校（全日制） 
４．専修学校・専門学校 
６．５年制の高等専門学校（高専） 
８．大学院 
 

10．その他（         ） 
 

★問 17 で、「２．学生以外」を選択した方のみ 
問 19 あなたの現在の仕事（複数ある場合は主なもの）を教えてください。（あてはま

る番号 1 つに○） 

問 21 へ 

１．パート・アルバイト           ２．非正規職員（派遣・嘱託など） 
３．正規の社員・職員・従業員        ４．会社などの役員 
５．自営業・自由業             ６．家族従業者・内職 

７．その他の仕事（        ） 

問 20 と 

問 21 へ 

８．専業主婦・主夫             ９．家事手伝い 
10．無職（仕事を探している）         11．無職（仕事を探していない） 

問 21 へ 12．答えたくない 
 

★問 19 で、「８」～「11」を選択した方のみ 
問 20 あなたは今までに働いていたことはありますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．正社員として働いていた 
２．契約社員・派遣社員またはパート・アルバイトとして働いていた 

（学生のアルバイト経験は含めない） 
３．自営業・自由業をしていた 
４．その他の形態で働いていた（具体的に：                   ） 
５．働いたことはない 
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悩み・相談先について 
 
問 21 あなたは、今、自分自身について悩んでいることや困っていることはありますか。

（あてはまる番号すべてに○） 
１．親（保護者）のこと 

３．親（保護者）・配偶者（パートナー）以外の家族のこと 

５．家計のこと 

７．学校生活のこと 

９．部活動・クラブ活動・サークル活動のこと 

11．就職や職場のこと 

13．身体のこと 

２．配偶者（パートナー）のこと 

４．家族の介護や看護のこと 

６．友人のこと 

８．勉強や受験・進路のこと 

10．塾・習い事のこと 

12．将来のこと 

14．性・恋愛のこと 

15．LINE・Ｘ（旧Twitter）・InstagramなどSNS上のこと 

16．その他（                                   ) 

17．悩んでいることや困っていることはない 

 
問 22 あなたには、困ったときに相談したり、悩みを話せる人がいますか。 

また、そのことで助けてくれる人はいますか。（あてはまる番号それぞれ１つに○） 
 い

る 

い
な
い 

(１)相談したり、悩みを話せる人 １ ２ 

(２)助けてくれる人 １ ２ 
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★問 22（１）（２）のどちらかもしくはどちらともで「１．いる」を選択した

方のみ 
問 23 あなたが、社会生活や日常生活を円滑に送ることができない状態となった場合に、

どういった人に相談しますか。または、相談しましたか。 
また、どういった人に助けてもらいますか。または、助けてもらいましたか。 

（あてはまる番号すべてに○） 
 相

談
し
た
り
、 

悩
み
を
話
せ
る
人 

助
け
て
く
れ
る
人 

(１)親（保護者） １ ２ 

(２)配偶者（パートナー） １ ２ 

(３)兄弟姉妹 １ ２ 

(４)祖父母やその他の親族 １ ２ 

(５)友だち １ ２ 

(６)学校の先生・保健室の先生 １ ２ 

(７)スクールカウンセラーなど学校にいる専門家 １ ２ 

(８)地域の大人（近所の人・塾や習い事の先生など） １ ２ 

(９)職場・アルバイト先の上司・同僚 １ ２ 

(10)病院や相談できる場所などにいる専門家（学校以外の専門家） １ ２ 

(11)インターネット上の知り合い １ ２ 

(12)市役所や保健センターなど公的な相談窓口の人 １ ２ 

(13)その他 １ ２ 

★問 23 で、「13．その他」を選択した方のみ 
問 24 それはどういった人ですか。ご自由にお書きください。 
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★問 22（１）（２）のどちらかもしくはどちらともで「２．いない」を選択し

た方のみ 
問 25 その理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 相
談
し
た
り
、 

悩
み
を
話
せ
る
人 

助
け
て
く
れ
る
人 

(１)相談しても解決できないと思うから １ ２ 

(２)自分ひとりで解決するべきだと思うから １ ２ 

(３)誰にも知られたくないことだから １ ２ 

(４)自分が変な人に思われるのではないかと不安だから １ ２ 

(５)自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから １ ２ 

(６)相手がどんな人かわからないから １ ２ 

(７)何を聞かれるか不安に思うから １ ２ 

(８)嫌なこと、できないことをするように言われそうだから １ ２ 

(９)相手にうまく伝えられないから １ ２ 

(10)裏切られたり、失望したりするのが嫌だから １ ２ 

(11)お金がかかると思うから １ ２ 

(12)その他 １ ２ 

(13)特に理由はない、わからない １ ２ 

 

★問 25 で、「12．その他」を選択した方のみ 
問 26 その理由は何ですか。ご自由にお書きください。 
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ここからは、すべての方におうかがいします。 
問 27 京田辺市や京都府には、子ども・若者が悩みや困りごとを相談できる窓口がたくさん

あります。以下の「子ども・若者の相談窓口」の中で、あなたが知っているものはあ

りますか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．市役所子育て支援課 ２．児童館 

３．京田辺市家庭児童相談室（市役所子育て支援課内） 

４．京田辺市教育支援センター（アイリス） 

５．仕事とくらしの相談室ぷらす（市役所社会福祉課） 

６．女性の相談室（女性交流支援ルーム） ７．京都府児童相談所 

８．京都府ヤングケアラー総合支援センター ９．チャイルドライン・ヤングテレホン 

10．京都府総合教育センター 11．京都府男女共同参画センターらら京都 

12．京都府南部家庭支援センター 13．京都府家庭支援総合センター 

14．京都府ひとり親家庭自立支援センター  

15．京都ジョブパーク・はあとふるジョブカフェ・マザーズジョブカフェ 

16．京都府労働相談所  

17．くらしとしごとの相談窓口（各府保健所） 

18．脱ひきこもり支援センター（チーム絆）  

19．京都府こころのケアセンター・京都府精神保健福祉総合センター 

20．京都いのちの電話・自殺予防いのちの電話・京都府自殺ストップセンター 

21．どれも知らない 
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問 28 あなたは、困ったり悩んだりしたとき、子ども・若者の悩みや困りごとを相談できる

窓口を利用したいと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

問 30 へ １．利用したいと思う ２．どちらかといえば利用したいと思う 

問 29 へ ３．どちらかといえば利用したいと思わない ４．利用したいと思わない 

 
★問 28 で「３．どちらかといえば利用したいと思わない」「４．利用したい

と思わない」を選択した方のみ 
問 29 あなたが、子ども・若者の悩みや困りごとを相談できる窓口を利用したいと思わな

い理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．相談できる人が身近にいるので、利用する必要がないから 
２．相談しても 解決できないと思うから 
３．自分ひとりで解決するべきだと思うから 
４．誰にも知られたくないことだから 
５．自分が変な人に思われるのではないかと不安だから 
６．自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから 
７．相手がどんな人かわからないから 
８．何を聞かれるか不安に思うから 
９．嫌なこと、できないことをするように言われそうだから 
10．相手にうまく伝えられないから 
11．裏切られたり 、失望するのがいやだから 
12．お金がかかると思うから 
13．その他（                                  ） 
14．特に理由はない、わからない 

 
ここからは、すべての方におうかがいします。 
問 30 あなたは、相談するとしたら、相談先にどのようなことを望みますか。     

（あてはまる番号すべてに○） 

１．匿名で（自分が誰か知られずに）相談できる  ２．秘密が守られる 

３．自分と同じくらいの年齢の人に相談できる    ４．自分と同じ性別の人に相談できる 

５．専門家の人に相談できる            ６．電話で相談できる 

７．SNS（LINE・Ｘ（旧Twitter）など）やメールで相談できる 

８．曜日や時間を気にせずに相談できる 

９．相談できる場所が自宅から近い 

10．相談する相手が自宅に来てくれる 

1１．無料で相談できる 

12．その他（                                   ） 

13．望むことは特にない 
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求める居場所について 
 
問 31 あなたにとっての「居場所」は、次のうちどこですか。（あてはまる番号３つまで○） 

１．自分の部屋            ２．家庭（その他の親族の家を含む） 
３．友だちの家            ４．学校（教室・図書室など）※卒業した学校を含む 
５．部活動・クラブ活動・サークル活動の場所  
６．塾や習い事の場所 
７．地域(図書館・公民館・公園・児童館など) 
８．職場・アルバイト先(過去に働いていた場所を含む) 
９．お店（ゲームセンター・カラオケボックス・ネットカフェ・ファストフード店・ファミレ

ス・コンビニなど） 
10．趣味や自己啓発の場所 
11．インターネット空間（SNS・動画サイト・オンラインゲームなど） 
12．その他（                      ） 
13．居場所はない 

 
問 32 あなたは、子どもや若者にとっての「居場所」とは、どんなところだと思いますか。

（あてはまる番号すべてに○） 
１．自分ひとりで行けて、好きなだけいられる場所 
２．落ち着いてくつろげる場所 
３．好きなものがあったり、好きなことができる場所 
４．周りに気をつかわず、自分のペースでいられる場所 
５．友だちや親しい人とのつながりの中で安心していられる場所  
６．自分のことを否定されたり、嫌なことが起きない場所 
７．大人に指図されたり、強制されたりしない場所 
８．自分の意見や希望を受け入れてもらえる場所 
９．色々なイベントがあり、自分の好きなものに参加できる場所 
10．信頼できるスタッフがいる場所 
11．色々な人と出会える場所 
12．その他（                         ） 
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結婚・出産について 
 
問 33 あなたは結婚していますか。（あてはまる番号 1 つに○） 

問 34 と

問 35 へ １．既婚（再婚や事実婚を含む） ２．結婚の予定がある 

問 36 へ ３．未婚 ４．以前、結婚していた 

問 37 へ ５．18 歳未満のため結婚できない ６．答えたくない 
 
★問 33 で「１．既婚」「２．結婚の予定がある」を選択した方のみ 

問 34 あなたと配偶者の方が、最終的に結婚を決めたときの直接のきっかけは何ですか。

（あてはまる番号３つまで○） 
１．結婚資金（挙式や新生活の準備のための費用）が用意できた 
２．収入や住居など結婚生活のための経済的基盤ができた 
３．自分または相手の仕事の事情 
４．できるだけ早く一緒に暮らしたかった 
５．年齢的に適当な時期だと感じた 
６．できるだけ早く子どもがほしかった 
７．子どもができた 
８．友人や同年代の人たちの結婚 
９．親や周囲のすすめ 
10．その他（                                ） 

 
★問 33 で「１．既婚」「２．結婚の予定がある」を選択した方のみ 

問 35 配偶者の方の就業状況をお答えください。（あてはまる番号 1 つに○） 
１．学生（進路のために勉強している人を含む）２．パート・アルバイト 
３．非正規職員（派遣・嘱託など）      ４．正規の社員・職員・従業員 
５．会社などの役員             ６．自営業・自由業 
７．家族従業者・内職             
８．専業主婦・主夫             ９．家事手伝い 
10．無職（仕事を探している）        11．無職（仕事を探していない） 
12．その他（                             ） 

 
★問 33 で「３．未婚」「４．以前結婚していた」を選択した方のみ 

問 36 あなたが現在、未婚または独身でいる理由をお答えください。        

（あてはまる番号３つまで○） 
１．まだ結婚するには若いと思う 

３．趣味や娯楽を楽しみたい 

５．結婚する必要性を感じない 

７．異性とうまく付き合えない 

９．親の介護など、家庭の事情がある 

２．仕事や学業に専念したい 

４．結婚していない方が自由で気楽 

６．適当な相手にめぐり会わない 

８．結婚資金や、結婚後の生活に経済的な不安がある 

10．親や周囲の人が結婚に同意しない 

11．その他（                                ） 

 
★18 歳未満の方も含め、現在結婚していない方のみ 
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問 37 あなたは今後、結婚したいと思っていますか。（あてはまる番号 1 つに○） 
問38へ １．結婚したい ２．どちらかといえば結婚したい 

問39へ 
３．どちらかといえば結婚したくない 

５．わからない 

４．結婚したくない 

 
★問 37 で「１．結婚したい」「２．どちらかといえば結婚したい」を選択し

た方のみ 
問 38 あなたは、何歳くらいまでに結婚したいと思っていますか。 

（     ）歳くらいまでに結婚したい 

 
ここからは、すべての方におうかがいします。 
問 39 あなたが理想とする（可能なら持ちたいと思う）お子さんの数は 、今いるお子さん

も含め、全部で何人ですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．１人 
３．３人 
５．5 人以上→（具体的な人数：    ） 

２．２人 
４．４人 
６．子どもを持つつもりはない 

 
問 40 あなたは今後、理想とする数のお子さんを持てると思いますか。        

（あてはまる番号１つに○） 

問 42 へ 
１．すでに持っている 
２．持てると思う 
３．どちらかといえば、持てると思う 

問 41 へ 
４．どちらかといえば、持てると思わない 
５．持てると思わない 

問 42 へ ６．子どもを持つつもりはない 
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★問 40 で「４．どちらかといえば、持てると思わない」「５．持てると思わ

ない」を選択した方のみ 
問 41 理想とする数のお子さんを持てそうにないと思う理由をお答えください。   

（あてはまる番号３つまで○） 
１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．仕事と子育ての両立が難しいから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６．年齢的に妊娠・出産が難しいから 

７．育児の心理的・肉体的負担に耐えられないから 

８．健康上の理由から 

９．夫婦で協力して家事・育児を行うことが難しいから 

10．配偶者が子どもを望まないから 

11．夫婦仲が良くないから 

12．欲しいけれどもできないから 

13．保育所・こども園・幼稚園や子育て支援サービスが十分でないから 

14．不妊治療等に対する助成が十分でないから 

15．その他（                                ） 
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ここからは、すべての方におうかがいします。 
問 42 子育てにかかる費用の中で、あなたが負担を感じている（または負担になるだろうと

思う）費用は何ですか。（あてはまる番号３つまで○） 
１．食費 

２．衣料・服飾費 

３．水道光熱費 

４．医療費 

５．保育所・こども園・幼稚園にかかる費用 

６．小学校・中学校・高等学校にかかる費用（授業料・学用品費など） 

７．専門学校・短期大学・大学等にかかる費用（入学料・授業料・仕送りなど） 

８．学校以外の教育費（塾・通信教材など） 

９．娯楽費（趣味・レジャーなどにかかる費用） 

10．交通費（定期代などの通学費・移動にかかる費用） 

11．通信費（携帯電話料金など） 

12．その他（                                ） 

13．負担を感じる（負担になるだろうと思う）費用は特にない 

 
問 43 結婚や出産、子育てしやすいと思える環境をつくるには、どのようなサポートがあれ

ばよいと考えますか。（あてはまる番号 5 つまで○） 
１．男女の出会いの場の提供 
２．夫婦ともに働き続けられるような職場環境の充実 
３．安定した雇用機会の提供 
４．若いうちから自身のライフプランを考える機会の提供 
５．結婚した方が有利になるような税制や社会保障 
６．結婚に関する相談体制 
７．結婚や出産、育児に対する資金貸与や補助支援 
８．安定した住居の供給、住宅に対する補助支援 
９．女性が働きやすい環境づくり 
10．長時間労働の是正、有給休暇の取得促進など、自由な時間や育児時間の確保 
11．産休・育休制度の充実 
12．妊娠・出産・子育てに関する相談・地域のサポート体制の充実 
13．妊娠・出産時の経済的負担の軽減 
14．子どもの人数に応じた経済的な支援 
15．預け先（保育所・こども園・幼稚園）の施設数やサービス内容の充実 
16．子育てがしやすい税制や社会保障 
17．学校などの教育環境の充実 
18．子どもの安全を確保する対策の充実 
19．小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制 
20．支援は必要ない 

21．その他（          ） 
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行政に求める施策について 
 
問 44 あなたは、子どもが意見を表明する権利について知っていますか。       

（あてはまる番号１つに○） 
※児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）第 12 条では、子どもは、自分に関係のあることにつ

いて自由に自分の意見を表す権利を持っていると規定されています。その意見は、子どもの発達に
応じて、十分考慮されなければなりません。 

１．聞いたことがあり、内容も知っている 

２．聞いたことはあるが、内容は知らない 
３．知らなかった 

 
問 45 私たち京田辺市（市役所）は、子ども・若者のみなさんが自分の意見を伝えやすい環

境をつくりたいと考えています。 
あなたは、どんな方法や手段があれば、京田辺市（市役所）に対して、自分の意見を

伝えやすいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．市役所などの市の施設で、対面で伝える 
２．自分の学校で、対面で伝える 
３．公園や児童館、カフェなど普段自分が利用する場所で、対面で伝える 
４．電話や通話アプリで伝える 
５．手紙で伝える 
６．メールで伝える 
７．インターネットのアンケートに答える 
８．オンライン（インターネット上）の会議で伝える 
９．SNS（LINE・Ｘ（旧 Twitter）・Instagram など）で伝える 
10．その他（                                   ） 
11．伝えたい意見はない 

 
問 46 あなたは、どんな工夫やルールがあれば、京田辺市（市役所）に対して、自分の意見

を伝えやすいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．匿名で（自分が誰か知られずに）伝えることができる 
２．意見の伝え方や伝える意見のテーマについて、前もって学ぶ機会がある 
３．伝えた意見がどのように扱われるかがわかる 
４．意見を伝える場に、友だちや知り合いと一緒に参加できる 
５．自分の意見を聴く人がどんな人か、前もってわかる 
６．伝えたい内容をうまく引き出してくれる役割の人がいる 
７．意見を伝えるときに、身近な信頼できる人がそばにいる 
８．他の人の意見も知ることができる 
９．伝えた意見が制度や政策に反映されるところまで関わることができる 
10．伝えた内容が公開されない（秘密にしてくれる） 
11．自分の意見を他の人が代弁してくれる 
12．意見を伝える場に、友だちや知り合いがいない 
13．謝礼（お礼のお金）がもらえる 
14．その他（                                   ） 
15．伝えたい意見はない 
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問 47 あなたは、京田辺市（市役所）の制度や政策について、どのように情報を得ています

か。 
（あてはまる番号３つまで○） 
※制度や政策の一例 ・学校や教育について ・遊び場、居場所について 

・健康や医療、福祉について ・雇用や労働について 

１．京田辺市のホームページ ２．広報紙 

３．京田辺市公式 SNS（LINE、Facebook など） ４．新聞（オンライン版を含む） 
５．テレビ・ラジオ ６．ニュースサイト・ニュースアプリ 

７．本・雑誌（フリーペーパーを含む） ８．個人の SNS やブログ 
９．友人・知人から聴く 10．家族やその他の親族から聴く 
11．先生から聴く 12．情報は得ていない 
13．その他（          ） 

 
問 48 あなたは、京田辺市（市役所）が取り組む若者の施策にどんなことを望みますか。 

（あてはまる番号５つまで○） 

１．参加しやすいイベントなどの情報を提供する 
２．自分の意見を発表できる機会を確保する 
３．地域活動や社会参加の機会を確保する 
４．青少年や若者に関するボランティア等の活動を支援する 
５．経済的な困難を抱えている家庭を支援する 
６．悩み等を相談できる窓口を充実する  
７．虐待を受けている人、虐待を受けた経験のある人を支援する 
８．ホッとできる居場所を提供する  
９．学校に行けない人、社会に出られない人が自立できるよう支援する 
10．学校教育を充実する  
11．青少年の非行や犯罪防止などの取組や環境づくりを進める 
12．就職に向けた相談やサポート体制を充実する 
13．安心して出産・子育てのできる環境づくりを進める 
14．若者が結婚しやすい環境をつくる 
15．キャリア形成支援やライフプランニング教育を進める 
16．消費者教育や金融リテラシーの向上に向けた取組を進める 
17．本人以外の家族でも相談できる窓口の推進 
18．その他（          ） 
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問 49 子ども・若者に対する支援や少子化対策について、京田辺市（市役所）に取り組ん 
でほしいことや、お困りのことがあれば、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ご協力ありがとうございました。 


